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広報 2令和３年９月号

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

津南町 雪の郷竜神の森クレジット
無効化証明書授与式

　津南町では、津南町森林組合と連携して、「苗場山麓竜神の森プロジェクト」と題しカーボンオフセッ

ト（※）事業に取り組んでいます。本事業により発行されたクレジットを全国の企業の皆様などから購入い

ただき、その収益金を活用して津南町の豊かな森林整備を進めることで、二酸化炭素の吸収量を増加させ、

山間部と都市部が一体となった地球温暖化の防止と国土の環境保全に取り組んでいます。

　この度、平成 23 年６月に新潟県産品の販路拡大や新潟県のカーボンオフセットの推進などを協力して

進めていく包括連携協定を締結した、イオンリテール株式会社様から「苗場山麓竜神の森プロジェクト」

のクレジットを購入いただきました。そのクレジットの購入費を森林整備費に充てることで、二酸化炭素

が無効化された（吸収された）ことの証明をイオンリテール株式会社様に授与させていただきました。

●イオンリテール株式会社様によるクレジット購入額
１，００２，０００円（二酸化炭素１０７ｔ）

※カーボンオフセットとは…
市民、企業、ＮＰＯ／ＮＧＯ、自治体、政府等の社会構成員が、自らの温室効果ガスの排出を認識し、主体的にこれを削減する努力を
行うとともに、削減が困難な部分の排出量について、ほかの場所で実現した温室効果ガスの排出削減・吸収量等（クレジット）を購入
したり排出削減・吸収を実現するプロジェクトや活動を実施することなどにより、その排出量の全部または一部を埋め合わせるという
考え方
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特 
集
Topic

　

２
０
０
０
年
以
降
、
山
頂
を
目
指
す
登
山

で
は
な
く
、
自
然
や
里
の
な
か
を
「
歩
く
」

こ
と
そ
の
も
の
を
楽
し
む
「
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
」
が
日
本
各
地
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

信
越
ト
レ
イ
ル
は
、
そ
の
先
駆
け
と
し
て

２
０
０
５
年
に
長
野
と
新
潟
の
県
境
に
位
置
す

る
関
田
山
脈
の
尾
根
上
に
約
50
㎞
の
ト
レ
イ
ル

と
し
て
開
通
し
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
に
は
約

80
㎞
と
な
り
、
そ
れ
以
降
は
日
本
全
国
か
ら
、

ま
た
海
外
か
ら
も
多
く
の
方
が
訪
れ
る
ト
レ
イ

ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
９
月
に
は
関
田
山
脈
か
ら
苗
場

山
頂
ま
で
距
離
を
伸
ば
し
、
新
た
に
１
１
０
㎞

の
ト
レ
イ
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
新

た
な
区
間
は
、田
ん
ぼ
と
牧
場
が
広
が
る
大
地
、

秋
山
郷
の
集
落
と
ブ
ナ
と
ト
チ
の
森
を
貫
く
、

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
形
・
自
然
・
文
化

が
体
感
で
き
る
変
化
に
富
ん
だ
ル
ー
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

信
越
ト
レ
イ
ル
は

長
野
と
新
潟
の
県
境
に
連
な
る

全
長
１
１
０
㎞
の

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
す
。

里
山
の
中
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

天
水
山
～
苗
場
山
区
間

　
　

２
０
２
１
年
９
月
25
日
か
ら
運
用
開
始

信
越
ト
レ
イ
ル

区
間
が
延
伸
さ
れ
ま
す
！

80
㎞
か
ら

110
㎞
へ
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SHIN-ETSUTRAIL

栄村
長野県

小赤沢

結東

飯山駅

飯山線

津南駅

関田峠

仏ヶ峰
登山口

伏野峠 天水山

北
陸
新
幹
線

斑尾山

苗
場
山

赤
池

涌
井

森
宮
野
原
駅

津南町
新潟県

戸狩野沢温泉駅

延
伸
区
間

　

信
越
ト
レ
イ
ル
の
整
備
活
動
の
多
く
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
年
間
の

べ
５
０
０
名
の
か
た
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
イ
ル
の
補
修
や
倒
木
の
処
理
、
草
刈
り

な
ど
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
ト
レ
イ
ル
の
ど
こ
か

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
と
ト
レ
イ
ル

一
帯
の
環
境
を
守
る
こ
と
。

　

信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
は
こ
う
し
た
想
い

を
基
に
し
な
が
ら
、
整
備
活
動
そ
れ
自
体
を

ひ
と
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
と
ら
え

て
い
ま
す
。
道
を
つ
く
る
新
鮮
な
喜
び
、
山

の
作
業
の
爽
快
感
。
歩
く
以
上
に
ト
レ
イ
ル

に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
る
こ
と
の
で
き
る
整
備

活
動
は
、
信
越
ト
レ
イ
ル
を
ま
る
ご
と
味
わ

え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
、
自
然
環
境
の
調
査
も
毎
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た
と
共
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
植
生
や
動
物
の
生
息
状
況
、

ト
レ
イ
ル
の
状
況
等
を
調
査
し
、
収
集
し

た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
持
続
的
な
ト
レ
イ

ル
の
利
用
と
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
や
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
/s-trail.net

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
行
く
と
き
は
次
の

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
ト
レ
イ
ル
内
を
歩
き
ま
す

②
動
植
物
を
大
切
に
し
ま
す

③
ゴ
ミ
は
す
べ
て
持
ち
帰
り
ま
す

④
ト
イ
レ
は
施
設
を
利
用
し
ま
す

⑤
表
示
さ
れ
た
決
ま
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
り
ま
す

⑥
他
人
に
配
慮
し
ま
す

⑦
事
前
に
情
報
を
収
集
し

　
　
　
　
　
　

計
画
を
立
て
ま
す

●
斑ま
だ
ら
お
さ
ん

尾
山
～
涌わ
く
い井

　
　

５
月
下
旬
～
11
月
初
旬

●
涌わ
く
い井
～
小こ
あ
か
さ
わ

赤
沢

　
　

６
月
下
旬
～
11
月
初
旬

●
小こ
あ
か
さ
わ

赤
沢
～
苗な
え
ば
さ
ん
ち
ょ
う

場
山
頂

　
　

６
月
下
旬
～
10
月
下
旬

※
シ
ー
ズ
ン
序
盤
及
び
終
盤
は
残
雪
・

降
雪
の
可
能
性
あ
り

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ

　

事
務
局

　

℡
０
２
６
９
‐
６
９
‐
２
８
８
８

　

観
光
地
域
づ
く
り
課
商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

ト
レ
イ
ル
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

↑手作業で道を整備

↑ポイントに道標を設置します

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ル

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
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ＤＭＯ推進室だより
　観光地域づくり課ＤＭＯ推進室では、観光地域づくり法人の設立の検討や、これから観光
の在り方について検討し、事業内容について検討しています。その一環として、滞在型のコ
ンテンツの造成、津南未来会議の提言書にある交流スペース、まちなかオープンスペースの
開設に向けた取り組みについて紹介します。

　津南町が今まで行ってきた観光のひとつに、客寄せの観光イベントや、景観などほかの地域でも代替のきく観
光スポット、雪や日々の暮らしなどを単に紹介する程度でした。積極的に活用されていない足元にある観光資源
の整理や磨き上げを行ってこなかったことを踏まえ、昨年度、ＤＭＯ推進室では、ウィズコロナ、アフターコロ
ナを見据えた少人数ならではのコンテンツとして、ユリ切花のほ場を見学するツアー、和食文化のワークショップ、
Tap が行っている雪散歩の磨き上げなどを町内事業者と行っ
てきました。今年度は観光庁令和３年度広域周遊観光促進の
ための観光地域支援事業を活用し、雪国観光圏と協力し、さ
らなるコンテンツの開発、磨き上げを行います。先日行った
ワーキンググループでは、他の地域のまねではなく、津南町
独自のもので、津南らしさが体験できることは何か。アイディ
ア出しを行いました。「つなんらしい旅とはどうあるべきか」
いわゆるつなん型のツーリズムを進めていくうえで今後、実
際に事業を誰が担うかなど滞在型コンテンツの開発の調整を
進めていき、晩秋から冬にかけての事業・その検証を行います。

　津南未来会議（2018 年）の提言事項であった、まちなか
での交流を目的としたオープンスペースについて、空き店
舗を活用して開設する検討を開始しました。
　空き店舗の一つとなっているもともと本屋だった旧・か
ねくさんを会場に町中心部の商業関係者、未来会議の参加
者のほか公募した一般住民のかたが集まり、まちなかに欲
しい機能について 2 時間を超える熱い議論が交わされまし
た。今後、開設に向けた全３回の検討会を行います。出さ
れた意見やアイディアをもとに、空き店舗の活用方法を来
年度の開設に向け進めていきます。
　検討の経過については、次回以降ＤＭＯ推進室だよりに
て掲載していきます。

■お問い合わせ
　観光地域づくり課　℡７６５－５４５４

出されたアイディア
・子どもやお年寄りの交流の場
・本棚や学生が勉強できる場があるといい
・テレワークできるスペースがほしい
・週末のイベントスペースが欲しい
・飲食の持ち込みができるといい
・観光協会の窓口機能を入れられないか
など多岐にわたる意見が出ました

コロナでも対応可能なツーリズムを検討する会を開催しました

まちなかオープンスペースの開設にむけて

津南をフィールドに活動している事業者と意見交換
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『無印良品マイバッグデザイン公募プロジェクト』
マイバッグ販売のお知らせ

　今春、無印良品が主催しました全国の小学生を対象に『わたしたちのくらすまち』をテーマに自分の住んでい
るまちで一番好きな人、場所、ものを自由にデザインしてもらいました。公募への参加を通じて、住民参加によ
る地域づくりを学ぶきっかけとなり、また地域の魅力を発掘 ･ 発信することにより、地域への愛着を深める機会
創出を目的に開催しました。応募総数 405 作品の中から、見事選ばれた 5 作品を無印良品のマイバッグにデザイ
ンし、7 月 20 日から越後妻有里山現代美術館 MonET（モネ）をはじめ限定店舗にて「こどもの絵マイバッグ」
として販売を開始しました。
　7 月 22 日には最終選考まで残った 25 名の児童を招待し、記念品の贈呈式を越後妻有交流館キナーレ回廊にて
開催しました。参加した児童からは、自身の作品に対する思いを聞くことができ、改めて子どもたちの地域への
愛着を感じることができました。

ブナ林を楽しむカモシカ
（十日町市）

選考コメント『カモシカや
自然を身近に感じながら暮
らし、そしてそれを楽しん
でいる様子が丁寧に描かれ
ている』

十日町の窓
（十日町市）

選考コメント『色彩鮮やか
に描かれたデザインの中
に、「十日町」という文字
が隠れているところにアイ
デアを感じ面白い』

夕日の中のイルカ
（直江津）

最終選考コメント『3 色で
直江津を表現している。タッ
チが力強く、海に沈む夕日
が印象的に描かれている』

わたしの町の図書館
（全国）

最終選考コメント『桜の木
と図書館の構図が良く素敵
な図書館だという事が伝わ
りました』

『月とかたつむり』
渡邊　未埜さん

津
南
町
か
ら
も
選
ば
れ
ま
し
た
！

【作者コメント】
　月とかたつむりが好きで、とても楽しい気持ちで描きました。商品化されたことが
嬉しく、お絵かきのコンクールがあれば参加したいです。
【選考者コメント】

　津南町で見かける景色や自然を独特な色使いで表現しており、自由かつのびのびと
描かれている。小学 1 年生ならではのオリジナリティ溢れるデザインになっている。

お取り扱い店舗
・無印良品 直江津　新潟県上越市西本町３－８－８　直江津ショッピングセンター２Ｆ　TEL：025-520-7591
・無印良品ネットストア　https://www.muji.com/jp/ja/store
・越後妻有里山現代美術館 MonET　新潟県十日町市本町六の１丁目７１－２　TEL：025-761-7767
・大地の芸術祭オンラインショップ　https://tsumari.official.ec/

作 品 紹 介

販売価格

350円　
（
税
込
）
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

令
和
４
年
度
保
育
園
入
所
受
付

く
ら
し

健
　
康

子
育
て

　

来
年
度
の
保
育
園
入
所
申
し
込
み
の
受
付

を
行
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
す
る
か
た
は
、

教
育
委
員
会
子
育
て
教
育
班
ま
た
は
各
保
育

園
か
ら
申
込
用
紙
等
を
受
け
取
り
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

10
月
１
日
㈮
～
10
月
20
日
㈬

※
次
年
度
の
保
育
士
配
置
及
び
予
算
編
成
の

関
係
上
、
受
付
期
間
が
こ
の
時
期
と
な
り

ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
保
育
園
の
定
員
等

・
下
表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
入
所
対

象
児
童
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４
月
１

日
で
の
満
年
齢
で
す
。

・
乳
児
保
育
は
８
ヶ
月
以
上
１
歳
未
満
児
が

対
象
で
す
。

・
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入
所
選
考
が
あ

り
ま
す
。

■
年
度
途
中
入
所
に
つ
い
て

　

出
産
予
定
で
令
和
４
年
度
途
中
に
就
職
復

帰
等
が
決
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
途
中
入
所
を

希
望
す
る
か
た
に
つ
い
て
も
、
必
ず
受
付
期

間
内
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
近
年
３
歳
未
満
児
の
入
所
が
急
増
し
て
お

り
、
令
和
４
年
度
中
の
３
歳
未
満
児
に
つ

い
て
の
途
中
入
所
は
保
育
士
の
配
置
が
決

定
し
て
い
る
関
係
（
未
満
児
に
つ
い
て
は

多
く
の
保
育
士
が
つ
く
た
め
）
に
よ
り
、

保
育
園
に
入
所
で
き
な
い
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

■
入
園
の
基
準
・
手
続
き
に
つ
い
て

　

入
園
の
基
準
や
手
続
き
な
ど
、
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
入
所
申
込
書
に
同
封
す
る

文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

子
育
て
教
育
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
８

　

７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
行
わ
れ
た
法

務
省
主
唱
の
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

並
び
に
「
愛
の
協
力
運
動
」
新
潟
県
保
護

観
察
協
会
会
費
募
集
に
つ
い
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

「
会
費
」
は
、
８
月
末
日
現
在
、

　

４
８
４
，
２
８
３
円
で
す
。

　

皆
様
か
ら
拠
出
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
浄
財

は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
づ
く
り
に
広

く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

〇
高
齢
者
対
象

　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
今
冬
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時

流
行
が
警
戒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
高
齢

者
は
重
症
化
し
や
す
い
こ
と
か
ら
積
極
的
に

予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
対
象
者

　

予
防
接
種
日
に
津
南
町
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
か
た

①
65
歳
以
上

②
60
歳
～
64
歳
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
の
障
害
を
有
す
る

※
②
の
か
た
に
は
接
種
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
接
種
自
己
負
担
額

　

１
，
６
５
０
円

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
世

帯
に
属
す
る
か
た
は
申
請
に
よ
り
自
己
負

担
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
福
祉
保
健

課
の
窓
口
で
申
請
い
た
だ
き
、
接
種
当
日

に
忘
れ
ず
に
医
療
機
関
に
提
出
く
だ
さ

い
。
提
出
が
な
い
場
合
、
自
己
負
担
の
免

除
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

「
愛
の
協
力
運
動
」

新
潟
県
保
護
観
察
協
会
会
費

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成

施設名・（所在地）・定員

ひ
ま
わ
り
保
育
園
（
大
割
野
）　   

120
人

北
部
保
育
園
（
十
二
ノ
木
）　　

   

70
人

上
郷
保
育
園
（
上
郷
逆
巻
）　　

   

60
人

わ
か
ば
保
育
園
（
谷
内
）　　
　

   

60
人 

こ
ば
と
保
育
園
（
正
面
）　　
　

   

70
人

入所対
象児童

全
就
学
前
児
童
（
０
歳
〜
５
歳
）

保育料

父
母
の
所
得
に
応
じ
た
税
合
算
額
等

に
よ
り
決
定

給食

あ
り
（
３
歳
以
上
児
は
主
食
持
参
）
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■
助
成
実
施
期
間

　

10
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日

※
実
際
の
接
種
日
等
は
各
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
期
間

内
で
も
受
付
が
終
了
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
医
療
機
関
・
接
種
方
法

・
対
象
者
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
各
自
必
要
な
も

の
（
接
種
券
、
障
害
者
手
帳
、
免
除
券
な
ど
）

を
持
参
し
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
県
内
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
１
，
６
５
０

円
で
接
種
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
長
野
県

の
「
い
い
や
ま
診
療
所
」
「
飯
山
赤
十
字

病
院
」
で
も
同
様
に
接
種
が
可
能
で
す
。

そ
れ
以
外
の
県
外
医
療
機
関
で
接
種
を
受

け
た
場
合
は
、
払
い
戻
し
に
よ
る
助
成
と

な
り
ま
す
（
申
請
が
必
要
で
す
）
。

・
津
南
病
院
は
左
記
の
日
程
と
な
り
ま
す
。

　

予
約
受
付
：
９
月
27
日
㈪
～
12
月
17
日
㈮

　

接
種
期
間
：
10
月
４
日
㈪
～
12
月
24
日
㈮

　

（
電
話
予
約
…
平
日
午
後
２
時
～
４
時
）

■
そ
の
他

・
こ
の
予
防
接
種
は
定
期
接
種
で
す
。
説
明

書
を
よ
く
読
み
、
接
種
の
効
果
や
副
反
応

に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
マ
ス
ク
の
着

用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
小
児
・
妊
婦
対
象

　

小
児
及
び
妊
婦
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

今
冬
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
警
戒
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
積
極
的
に
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
対
象
者

　

予
防
接
種
日
に
津
南
町
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
か
た
。

・
小
児
…
６
か
月
齢
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

・
妊
婦

■
接
種
助
成
額

・
小
児
…
２
，
０
０
０
円
（
１
回
あ
た
り
）

・
妊
婦
…
１
，
０
０
０
円

※
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
の
接
種
金
額
か
ら

助
成
額
を
引
い
た
額
が
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

■
助
成
実
施
期
間

　

10
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日

※
実
際
の
接
種
日
等
は
各
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
各
医
療
機
関
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
限
り
が

あ
る
の
で
、
期
間
内
で
も
受
付
が
終
了

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め

に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

■
協
力
医
療
機
関

〔
小
児
・
妊
婦
〕

石
川
医
院
、
古
藤
医
院
、
上
村
診
療
所

（
13
歳
以
上
）、
た
か
き
医
院
、
山
口
医
院

（
袋
町
） 

、
山
口
医
院
（
下
条
）

〔
小
児
の
み
〕

池
田
医
院
、
十
日
町
病
院
（
か
か
り
つ
け

医
の
い
る
か
た
の
み
）、
庭
野
医
院
、
本

町
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
飯
山
赤
十
字
病
院
、
い

い
や
ま
診
療
所
（
小
学
生
以
上
）、
津
南

病
院

※
津
南
病
院
は
左
記
の
日
程
に
な
り
ま
す
。

　

予
約
受
付
：
９
月
27
日
㈪
～
12
月
17
日
㈮

　

接
種
期
間
：
10
月
４
日
㈪
～
12
月
24
日
㈮

　
（
電
話
予
約
…
平
日
午
後
２
時
～
４
時
）

■
接
種
方
法

　

対
象
者
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、必
要
な
も
の（
母

子
手
帳
な
ど
）
を
持
参
し
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
こ
の
予
防
接
種
は
任
意
接
種
で
す
。
説
明

書
を
よ
く
読
み
、
接
種
の
効
果
や
副
反
応

に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
受
け
た
場

合
は
、
払
い
戻
し
に
よ
る
助
成
と
な
り
ま

す
（
申
請
が
必
要
で
す
）
。

・
接
種
料
金
の
確
認
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医

療
機
関
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
共
通
事
項

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
２
週
間
以
上
間

隔
を
開
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
病
院
に

予
約
す
る
際
は
お
手
元
に
接
種
済
証
（
接

種
券
の
右
側
部
分
）
を
用
意
し
、
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
日
を
必
ず
ご
確
認
の

上
、
お
伝
え
く
だ
さ
い
（
予
約
中
の
方
は

予
約
日
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
）
。

・
接
種
日
の
２
週
間
以
内
に
発
熱
や
風
邪
症

状
が
あ
る
場
合
な
ど
は
接
種
を
ご
遠
慮
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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相
　
談

募
　
集

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁

護
士
さ
ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
達
し
し
だ
い
、

締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日　

原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

※
今
後
３
か
月
の
開
催
予
定
日

　

10
月
13
日
㈬
、
11
月
10
日
㈬
、

　

12
月
８
日
㈬

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
（
12
月
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階

■
相
談
内
容

　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動
産
、
交
通

事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
家
庭
内

ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先　

　

税
務
町
民
課　

町
民
班　
　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

令
和
４
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

１　

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

⑴
診
療
放
射
線
技
師 

１
名
程
度

⑵
理
学
療
法
士 

 

１
名
程
度

⑶
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
） 

 

若
干
名

⑷
看
護
助
手 

１
名
程
度

２　

受
験
資
格

⑴
診
療
放
射
線
技
師

　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
診

療
放
射
線
技
師
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見

込
み
の
者

⑵
理
学
療
法
士

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
理

学
療
法
士
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
令
和

４
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み

の
者

⑶
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）

　

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
看

護
師
等
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者

⑷
看
護
助
手

　

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格
を
有

　

す
る
者

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
修
了
者
ま
た
は

　

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
研
修
修
了

　

見
込
み
の
者

⑸
上
記
ど
の
職
種
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
（
看
護
師
、

准
看
護
師
、
看
護
助
手
を
除
く
）

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

３　

試
験
日
時
及
び
会
場

⑴
面
接
試
験

①
対
象
者　

診
療
放
射
線
技
師
、
理
学
療
法

士
、
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）
、
看
護

助
手
の
受
験
申
込
者

②
期
日
等　

11
月
中
旬
に
町
立
津
南
病
院
で

実
施
す
る
予
定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場

所
等
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
対
象
者
に

通
知
し
ま
す
。

４　

受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

⑴
申
込
期
間

　

９
月
21
日
㈫
～
10
月
20
日
㈬

㊟
１　

郵
送
の
場
合
は
、
10
月
20
日
必
着
分

　
　
　

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

２　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
か

　
　
　

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、

　
　
　

土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま

　
　
　

す
。）
受
け
付
け
ま
す
。

⑵
申
込
場
所　

津
南
町
役
場　

総
務
課

５　

受
験
手
続

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊

　

５
８
５
番
地

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押
印

し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚
を
貼

り
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を
!!

弁
護
士
に
よ
る
無
料「
法
律
相
談
」

令
和
４
年
４
月
採
用

津
南
町
職
員
募
集

　

毎
年
多
く
の
町
内
美
術
愛
好
家
の
方
か
ら

出
品
を
し
て
い
た
だ
て
い
ま
す
、
津
南
町
美

術
展
を
今
年
も
開
催
を
し
ま
す
。

　

町
内
で
美
術
・
工
芸
作
品
を
創
作
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
の
創
作
活
動
の
成
果

を
お
披
露
目
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

作
品
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
第
65
回
津
南
町
美
術
展
」

作
品
大
募
集
中
！
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津
南
町
へ
の
移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
始
め
ま
し
た
。
移

住
す
る
か
た
が
さ
ま
ざ
ま
な
「
人
」
と
関
わ

り
な
が
ら
、津
南
に
「
愛
着
」
を
も
ち
、「
安
心
」

し
て
移
住
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
町
ぐ
る
み

で
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
！

移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

■
仕
事
内
容

　

次
の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
の
活
動
を
行
う

①
移
住
検
討
者
に
対
し
て
の
移
住
相
談
や
情

　

報
提
供

②
移
住
者
と
地
域
を
繋
ぐ
活
動
や
移
住
者
に

　

対
し
て
の
移
住
後
の
相
談
業
務

③
町
や
新
潟
県
が
実
施
す
る
移
住
定
住
促
進

　

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
協
力

④
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
暮
ら
し
の
魅
力
に
つ
い

　

て
の
情
報
発
信

⑤
そ
の
他
移
住
定
住
推
進
に
寄
与
す
る
活
動

■
報
酬　

な
し
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

■
対
象
者　

町
内
在
住
者
に
限
ら
ず
、
目
的

に
賛
同
す
る
個
人
・
団
体

①
申
請
書
の
提
出

※
申
請
書
は
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま

た
は
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

②
町
担
当
者
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

③
認
定
通
知
書
の
交
付

④
町
Ｈ
Ｐ
・
広
報
紙
等
に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を

　

掲
載

・
津
南
の
暮
ら
し
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

し
た
い

・
町
内
の
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
活
動
に
協

力
し
た
い

・
○
○
地
区
に
移
住
し
た
か
た
へ
集
落
の
情

報
を
提
供
し
た
い

・
地
元
に
友
達
が
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
の
で

Ｕ
タ
ー
ン
に
役
立
つ
情
報
を
配
信
し
た
い

・
移
住
を
検
討
し
て
い
る
か
た
と
一
緒
に
ド

ラ
イ
ブ
し
て
津
南
を
案
内
し
た
い

　

な
ど
な
ど
、
活
動
内
容
は
小
さ
な
こ
と
で

Ｏ
Ｋ
で
す
♪

　

企
業
や
団
体
の
皆
さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
の
概
要

サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
ま
で
の
流
れ

こ
ん
な
活
動
を
し
た
い
と
い
う

か
た
は
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い

■
開
催
期
間

　

10
月
26
日
㈫
～
11
月
７
日
㈰
の
13
日
間

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

３
階
視
聴
覚
室
・
和
室

■
募
集
作
品

　

日
ご
ろ
か
ら
創
作
し
て
い
る
美
術
・
工
芸

作
品
な
ら
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
昨
年
の
出
品
作
品
…
水
墨
画
、
絵
画
、
絵

手
紙
、
折
り
紙
、
書
付
、
陶
芸
、
ト
ー
ル

ペ
イ
ン
ト
、
手
芸
、
押
し
花
、
ス
ク
ラ
ッ

チ
ア
ー
ト
、
写
真
な
ど
全
１
５
９
作
品

■
出
品
資
格

　

町
内
在
住
も
し
く
は
町
内
に
お
勤
め
の
か

た
な
ら
ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

お
電
話
も
し
く
は
直
接
文
化
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
申
し
込
み
の
際
に
は
、
氏
名
（
団
体

名
）
・
住
所
・
連
絡
先
・
作
品
分
野
・
出

品
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

10
月
19
日
㈫

■
そ
の
他

　

会
場
の
広
さ
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
出
品
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

11
月
８
日
㈪
に
美
術
展
の
片
付
け
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　

津
南
町
公
民
館（
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

の

と
り
く
み
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毎
年
９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
と

定
め
ら
れ
、
生
活
習
慣
病
の
特
性
や
運
動
・

食
事
・
禁
煙
な
ど
個
人
の
生
活
習
慣
の
改
善

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
さ
ら

に
そ
の
健
康
づ
く
り
の
実
践
を
促
進
す
る
た

め
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
１
に
運
動

　
　
～
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
～
》

　
「
体
を
動
か
す
時
間
が
減
っ
た
」
と
感
じ
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
運
動
不
足
の
慢
性

化
は
、
気
力
・
体
力
の
低
下
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
や

生
活
習
慣
病
の
進
行
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
な
ど
に
直
結

し
、
健
康
を
損
な
う
大
き
な
原
因
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
場
合
、「
動
か
な
い
状

態
」
が
続
く
こ
と
で
、
心
身
の
機
能
が
低
下

し
て
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
状
態
と
な
り
、
要

介
護
へ
移
行
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

少
し
の
時
間
で
も
良
い
の
で
、
気
軽
に
で

き
る
運
動
を
取
り
入
れ
て
、
適
度
な
運
動
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

《
２
に
食
事　

　
　

～
食
事
は
毎
日
バ
ラ
ン
ス
よ
く
～ 

》

　

毎
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
い
ま
す

か
？
暴
飲
・
暴
食
や
偏
っ
た
食
生
活
を
続
け

る
と
生
活
習
慣
病
や
免
疫
力
低
下
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
で
は
、
食
事
量
が

減
っ
た
り
偏
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
た
ん
ぱ

く
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
す
る
低
栄
養
状

態
に
陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
日
頃
の
食
生

活
を
振
り
返
り
、
自
分
に
何
が
足
り
な
い
の

か
、
逆
に
と
り
過
ぎ
て
い
る
も
の
は
何
か
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
な
体
づ
く
り
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
規
則
正
し
く
毎
日
３
食
食
べ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ご
は
ん
や
パ
ン
等
の
「
主
食
」、

肉
や
魚
、
卵
等
の
「
主
菜
」、
野
菜
、
海
藻
、

き
の
こ
類
等
の「
副
菜
」を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
摂
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
プ
ラ
ス
「
牛
乳
・
乳
製
品
」「
果
物
」
も

１
日
１
回
程
度
摂
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
自
分
自
身
の
免
疫
力
が
低
い
と
病

気
や
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
は
も
ち
ろ
ん
、
免

疫
力
を
強
く
す
る
た
ん
ぱ
く
質
（
肉
、
魚
等
）

や
ビ
タ
ミ
ン
類
（
野
菜
、
果
物
等
）、
腸
内
環

境
を
良
く
す
る
発
酵
食
品
（
納
豆
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
類
）
や
食
物
繊
維
（
い
も
類
、
海
藻
等
）

な
ど
も
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
令
和
３
年
度
の
町
民
歩
け
あ
る
け
大

会
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～
１い
ち

に
運
動 

２に

に
食
事

　

し
っ
か
り
禁
煙 

最
後
に
ク
ス
リ
～

９
月
は「
健
康
増
進
普
及
月
間
」で
す
。

※つなん健康ポイント対象イベント！参加・達成すると 5 ポイントゲット！

≪実施期間≫　令和 3 年 10 月 1 日㈮ ～ 11 月 30 日㈫のうち連続する 30 日間
≪参加条件≫　18 歳以上（学生除く）の津南町民、または町外在住で津南町内に

勤務しているかた
≪方　　法≫　3 人～ 5 人チームを編成し、30 日間の歩数の合計で「100 万歩」を目指す。
≪申込み方法≫町ホームページから「参加申込書」をダウンロードしていただくか、福祉保健

課にある「参加申込書」に必要事項を記入し、福祉保健課へ
申込みください。
※ FAX でも可（ FAX：025-765-4625　総務課受付 ）

秋の 『目指せ！チーム 100 万歩』参加者募集！

《 

し
っ
か
り
禁
煙 

　
　
　
　
　
　

～
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
～
》

　

受
動
喫
煙
と
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人

が
吸
っ
て
い
る
人
の
た
ば
こ
か
ら
立
ち
の
ぼ

る
煙
（
副
流
煙
）
や
吐
い
た
煙
（
呼
出
煙
）

を
吸
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
た
ば

こ
は
、喫
煙
者
が
直
接
吸
い
込
む
煙（
主
流
煙
）

よ
り
も
、
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
の
先
か
ら
立

ち
の
ぼ
る
副
流
煙
の
ほ
う
が
、
ニ
コ
チ
ン
や

一
酸
化
炭
素
な
ど
の
有
害
物
質
の
濃
度
が
高

い
で
す
。
こ
れ
ら
は
肺
が
ん
や
心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
な
ど
様
々
な
病
気
の
原
因
に
つ
な
が

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
自
宅
や
職
場
、
外
出

先
な
ど
喫
煙
者
は
家
族
や
周
り
の
か
た
に
望

ま
な
い
受
動
喫
煙
が
生
じ
な
い
よ
う
周
囲
の

状
況
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。　

　

受
動
喫
煙
を
な
く
す
た
め
に
は
禁
煙
す
る

こ
と
が
最
善
の
選
択
で

す
。
自
分
自
身
の
健
康
の

た
め
に
も
禁
煙
に
取
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

主食・主菜・副菜が
そろった食事

募集締め切り
10 月 29 日㈮

3 食規則
正しく食べる

今月は
桑原 世奈

栄養士
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新
潟
県
で
は
９
月
10
日
か
ら
の
「
自
殺
予

防
週
間
」
を
含
む
、
９
月
を
「
新
潟
県
自
殺

対
策
推
進
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県

に
お
け
る
令
和
２
年
の
自
殺
者
数
は
４
１
３

人
で
前
年
比
で
み
る
と
五
人
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

十
日
町
・
津
南
地
域
は
県
内
で
も
自
殺
者

の
割
合
が
高
く
、
自
殺
対
策
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
津
南
町
の
自
殺
死
亡
率
は
そ
の
年

に
よ
り
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
や
や
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

◇
こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
ら

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
よ
り
仕
事
や
日
常
生
活
に
影
響
が
で
て

い
る
か
た
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
最
近
よ
く

眠
れ
な
い
、
食
事
が
美
味
し
く
感
じ
な
い
、

何
を
す
る
に
も
お
っ
く
う
、
気
持
ち
が
落
ち

込
む
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
っ
た
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ス
ト
レ
ス
は
「
こ
こ
ろ
」「
体
」

　
　
　
　
　
　
「
行
動
」
に
現
れ
る
。

　

疲
労
困
憊
し
な
が
ら
も
頑
張
り
続
け
、
や

が
て
心
の
病
を
発
症
し
て
し
ま
う
前
に
、
心

の
体
か
ら
の
サ
イ
ン
を
受
け
止
め
て
、
適
切

に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

①
心
の
反
応

不
安
・
イ
ラ
イ
ラ
、
集
中
力
の
低
下
、
気

分
の
落
ち
込
み
な
ど
。

②
体
の
反
応

頭
痛
、肩
こ
り
、動
悸
、め
ま
い
、息
切
れ
、

倦
怠
感
、
食
欲
不
振
、
下
痢
、
不
眠
等

③
行
動
の
反
応

お
酒
、
た
ば
こ
の
量
が
増
え
る
。
食
事
・

生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
、
薬
物
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
な
ど
へ
の
依
存
。
暴
力
、
出
勤
困

難
な
ど
。

◇
こ
こ
ろ
の
疲
れ
を
和
ら
げ
る

　
　
　
　
　
　
　

セ
ル
フ
ケ
ア
を
！

　

心
地
よ
い
と
感
じ
ら
れ
る
、
自
分
に
合
っ

た
方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
寝
酒
を
し
な
い

・
眠
く
な
っ
て
か
ら
就
寝
す
る
。

・
仕
事
や
悩
み
の
事
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
お
く

・
入
浴

・
ス
ト
レ
ッ
チ

・
音
楽
を
聴
く

・
腹
式
呼
吸

・
気
の
合
う
人
と
の
時
間
を
も
つ

・
起
き
る
時
間
を
一
定
に

・
朝
食
を
抜
か
な
い

・
早
寝
早
起
き

◇
周
り
の
人
の
様
子
が

　
　
　
　
　

い
つ
も
と
違
っ
た
ら

　

い
つ
も
と
違
い
元
気
が
な
い
、
口
数
が
減

り
表
情
が
な
い
等
気
に
な
る
人
が
い
た
ら
、

声
を
か
け
て
、
本
人
の
話
を
否
定
せ
ず
聴
い

て
、
専
門
家
の
相
談
窓
口
が
あ
る
事
を
伝
え

て
相
談
す
る
こ
と
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
た
ら

 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

　
　
　
　
　  

相
談
を

９
月
は「
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
」

快
適
な
睡
眠
を
と
る

リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を
持
つ

生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い

こ
ん
な
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
眠
れ
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」

「
悩
み
を
聞
い
て
ほ
し
い
」

「
死
に
た
い
」・「
死
の
う
と
思
っ
て

い
る
」
な
ど
。
ま
た
、
周
囲
に
こ
の

よ
う
な
人
が
い
る
時
の
相
談

◆
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

℡
０
１
２
０
‐
７
８
３
‐
５
５
６

毎
月
10
日
午
前
８
時
～
翌
日
（
11
日
）

午
前
８
時
ま
で
の
24
時
間

◆
新
潟
県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
０
２
５

３
６
５
日
・
24
時
間
対
応

◆
中
越
地
域
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の

　

支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
５
８
‐
８
８
‐
０
０
７
０

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
十
日
町
地
域
振
興
局　

健
康
福
祉
部

℡
７
５
７
‐
２
４
０
２

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

今月は
瀧澤 章子

保健師
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
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LETTER

国

だ
よ
り

見直しましょう！薬との付き合い方
１．かかりつけ薬局を持ちましょう

２．お薬手帳は１人１冊にまとめましょう

３．ポリファーマシー（多剤服用）に注意しましょう

「かかりつけ薬局」とは
処方せんをもらったら、
必ずそこで調剤してもら
うと決めている調剤薬局
のことです。

「お薬手帳」とは
処方された薬の名前・量・
日数・使用法などを記録
できる手帳のことです。

「ポリファーマシー」とは
多剤服用の中でも、副作用や薬物有
害事象（※３）など害をなすものを特
に「ポリファーマシー」と呼びます。

（※３）　薬との因果関係がはっきりしないも
のも含め、患者に生じる好ましくな
い、あるいは意図しない兆候、症状、
または病気。

○○病院 ○○クリニック

○○医院

●薬歴を管理してくれるので、ポリファーマシー ( 多剤服用 )・
重複服薬を回避できる

●薬の組み合わせをチェックしてくれる
●体調が悪い時、体質や症状に合ったＯＣＴ医薬品（※１）を選

んでもらい、セルフメディケーション（※２）をサポートして
もらえる

●処方せんのダブルチェックや残薬の調整をしてもらえる
（※１）　医師に処方してもらう「医療用医薬品」ではなく、薬局やドラッグストア

などで自分で選んで買える「要指導医薬品」と「一般用医薬品」のこと
（※２）　自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること

●薬の重複を避けることができる
●副作用の回避や飲み合わせの確認ができる
●副作用歴、アレルギー歴などの情報を伝えることができる
●災害時や旅先での急病の時に、いつもの薬を伝えることが
　できる

かかりつけ薬局を持つメリット

お薬手帳を持つメリット

●何種類以上の薬を服薬すればポリファーマシーになるという定義はあり
ません。ですが、薬が６種類以上になると、副作用や薬物有害事象が
起こるリスクが高くなるといわれています。また、異なる医療機関か
ら同じ効能の薬が重複して処方される重複服薬も注意が必要です。

薬が多くなると・・・副作用が起こりやすくなります

Kojima T, Akishita M, et al.Geriatr Gerontol Int.2012

■お問い合わせ　福祉保健課　℡７６５- ３１１４

0

5

10

15

１～３ ４～５ ６～７ ８～９ １０以上
薬の数（種類）

６つ以上
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
秋
山

郷
地
区
担
当
の
長
井
惇
子
で
す
。お
盆
を

過
ぎ
て
か
ら
朝
晩
の
気
温
が
ぐ
っ
と
下
が

り
、少
し
ず
つ
色
づ
い
て
い
る
葉
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。田
ん
ぼ
が
鮮
や
か

な
緑
か
ら
輝
く
黄
金
に
変
わ
っ
て
い
く
様

子
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。虫
の
声
も
秋
の
も

の
に
変
わ
り
、四
季
の
移
り
変
わ
り
が
は
っ

き
り
し
て
い
て
、本
当
に
美
し
い
町
だ
な
あ

と
感
動
す
る
毎
日
で
す
。

　

私
が
津
南
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
か
ら
、

2
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。こ
の
2
か
月
で
、

4
回
ほ
ど
集
落
の
草
刈
り
に
参
加
し
ま
し

た
。刈
払
機
の
使
い
方
を
皆
さ
ん
に
教
え
て

い
た
だ
き
、見
よ
う
見
ま
ね
で
刈
っ
て
い
ま

す
。も
さ
も
さ
に
伸
び
て
い
る
草
を
刈
っ
て

い
く
の
は
達
成
感
が
味
わ
え
て
楽
し
い
！

刈
払
機
も
最
初
よ
り
は
慣
れ
た
、と
信
じ

た
い
で
す
が
、集
落
の
お
じ
様
方
と
の
ク
オ

リ
テ
ィ
と
ス
ピ
ー
ド
の
差
は
一
目
瞭
然
…
。

ベ
テ
ラ
ン
が
刈
っ
た
と
こ
ろ
は
短
く
き
れ
い

な
の
に
明
ら
か
に
私
が
刈
っ
た
と
こ
ろ
は
長

い
し
、1
列
や
っ
て
い
る
間
に
1
往
復
し
て

私
の
こ
と
を
抜
か
し
て
い
く
し
、な
ん
で
あ

ん
な
に
素
早
く
き
れ
い
に
刈
れ
る
ん
だ
ろ

う
。早
く
も
っ
と
慣
れ
て
、う
ま
く
な
っ
た

な
！
っ
て
言
わ
れ
た
い
な
あ
、と
参
加
す
る

た
び
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

結
東
に
住
み
始
め
て
か
ら
、朝
起
き
た
ら

部
屋
か
ら
の
山
景
色
を
見
て
、外
の
空
気
を

肺
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
吸
い
込
む
こ
と

が
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
週
末
に

は
1
日
の
終
わ
り
に
山
を
見
な
が
ら
ビ
ー

ル
を
飲
む
の
が
、私
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
。も
う
ひ
と
つ
の
楽
し
み
は
、町
中
の
散

歩
で
す
。ほ
ぼ
毎
日
結
東
の
中
を
散
歩
す
る

の
で
す
が
、山
や
田
ん
ぼ
は
毎
日
表
情
を
変

え
て
く
れ
る
の
で
、飽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。虫
が
苦
手
な
私
に
と
っ
て
は
散
歩
す

る
た
び
に
虫
と
の
格
闘
な
の
で
す
が
、そ
れ

も
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

の
季
節
の
散
歩
も
楽
し
み
だ
な
と
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
ま
す
。初
め
て
の
冬
は
ド
キ
ド
キ

だ
け
ど
、雪
が
降
っ
て
も
歩
く
ぞ
！

　

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
魅
力
が
た
く
さ
ん
の

こ
の
町
。こ
れ
か
ら
も
っ
と
見
つ
け
て
い
け

る
よ
う
に
、積
極
的
に
い
ろ
ん
な
場
所
を
ま

わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。な
か
な
か
交

流
を
は
か
る
こ
と
が
難
し
い
世
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
ら
お
声

掛
け
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
！

農
業
の

知
識

豆

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：

　
　
　
　
　
　
　

  

国
際
大
会
と
は

出
品
方
法

「
津
南
町
米
・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す

津
南
町
で
は
出
品
に

　

 

補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
！

　

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大

会
は
、米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
が
主
催
す
る
国

内
最
大
規
模
の
米
の
品
評
会
で
す
。津
南
町

か
ら
も
有
志
の
農
業
者
が
出
品
し
て
お
り
、

最
高
賞（
金
賞
）等
の
受
賞
歴
が
あ
り
ま
す
。

　

１
次
審
査
で
食
味
分
析
計
・
穀
粒
判
別
器

に
よ
る
分
析
、２
次
審
査
で
味
度
計
に
よ
る

測
定
を
行
い
、ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
お
米
を

審
査
員
に
よ
る
実
食
で
最
終
審
査
し
、表
彰

し
ま
す
。こ
の
大
会
は
令
和
５
年
度
に
津
南

町
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

⑴
令
和
３
年
産
玄
米
を
１
検
体
あ
た
り

　

１
・
３
㎏
用
意
す
る

⑵
出
品
要
項
に
従
い
、
１
検
体
あ
た
り

　

４
，
０
０
０
円
の
分
析
料
金
を
振
り
込
む

⑶
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
へ
郵
送
す
る

※
出
品
受
付
期
間
は
10
月
上
旬
～
11
月
上
旬

　

出
品
さ
れ
た
津
南
町
の
農
業
者
の
か

た
か
ら
、
分
析
結
果
を
元
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
者
を
選
出
し
、「
津
南
町 

米
・
食
味

分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
（
プ
レ
大
会
）」

を
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
た
場
合
、
１
検

体
あ
た
り
分
析
料
金
の
１
／
２
の
補
助
金
が

あ
り
ま
す
。

（
例
）
４
，
０
０
０
円
×
１
／
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
２
，
０
０
０
円

第
23
回 

米
・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
in
富
士
山

あ
な
た
の
自
慢
の
お
米
を

　
　

  

出
品
し
ま
せ
ん
か
？

↑令和２年度プレ大会の様子
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『コロナ貧困』 …………………………………………毎日新聞出版
●『新潟　戦争の記憶』 …………………………… 新潟日報社
●『入浴の質が睡眠を決める』 ………………… カンゼン
●『リアルサイズ古生物図鑑 中生代編』
 ………………………………………………………………………………… 技

ぎ

術
じゅつ

評
ひょう

論
ろん

社
しゃ

●『能面検事の奮迅』 …………………………………… 中
なか

山
やま

　七
しち

里
り

●『暮鐘』 …………………………………………………………………… 今
こん

野
の

　敏
びん

●『シークレット・エクスプレス』
 ………………………………………………………………………………… 真

しん

保
ぼ

　祐
ゆう

一
いち

●『追憶の烏』 …………………………………………………… 阿
あ

部
べ

　智
ち

里
さと

【子どもの本】 
●『神話最強王図鑑』 …………………………………… 学研プラス
●『どっちが強い！？もっと動物オリンピック編』
 …………………………………………………………………………… KADOKAWA
●『キャプテン』 …………………………………………ちば　あきお
●『竜とそばかすの姫』 ………………………………… 細

ほそ

田
だ

　守
まもる

●『まーるいまーるい』 ………………………せな　けいこ
●『出てこい、出てこい』 …………… やまと　ゆづき
●『おやすみなさいおばけのちーちゃん』
 ……………………………………………………………………………………… 林

はやし

　佳
かお

里
り

●『アンパンマンとゆうれいせん』
 …………………………………………………………………… やなせ　たかし

　

秋
の
夜
長
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

朝
夕
は
だ
い
ぶ
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て

き
た
今
日
こ
の
ご
ろ
、皆
様
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

図
書
担
当
の
私
風
巻
個
人
と
し
て
は

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
が
や
っ
て
き
た
と
い
う

感
じ
で
す
。時
の
流
れ
が
速
く
感
じ
ま

す
。し
か
し
世
間
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

そ
の
様
な
雰
囲
気
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。先
日
、今
年
度
の
国
民
体
育
大
会
の

中
止
が
決
定
し
ま
し
た
。と
て
も
残
念

で
す
。で
す
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
な
の
で
、く
よ
く
よ
し
て
も
仕
方
が

な
い
の
で
次
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、読
書
の
秋
と
の
こ
と
で
本
を

読
み
な
が
ら
自
己
を
見
つ
め
な
お
す
機

会
や
勉
強
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、

前
向
き
に
捉
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

皆
様
も
こ
の
読
書
の
秋
に
本
を
読
み

ま
し
ょ
う
。そ
の
際
は
ぜ
ひ
公
民
館
図

書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・・・
初
め
て
の
蔵
書
点
検
を
終
え
て
・・・

　

８
月
の
中
旬
頃
、図
書
室
の
蔵
書
点

検
を
行
い
ま
し
た
。公
民
館
に
は
図
書

室
だ
け
で
は
な
く
書
庫
に
も
た
く
さ
ん

の
本
が
眠
っ
て
お
り
、全
部
点
検
す
る

に
は
な
か
な
か
根
気
の
い
る
作
業
で
し

た
。書
庫
の
本
を
借
り
た
い
場
合
は
職

員
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

・・・
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
再
開
・・・

　

今
月
は
、新
潟
県
の
特
別
警
報
に
従

い
、移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
を
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。10
月
か
ら
ひ
ま

わ
り
号
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。熱
狂

的
な
フ
ァ
ン
が
一
部
い
る
と
噂
を
聞
い

て
い
ま
す
。秋
の
穏
や
か
な
気
候
と
鮮

や
か
な
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
皆
様
に
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。担
当
風
巻
も
ひ
ま
わ
り
号
秋
の

部
、張
り
切
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
号
は
、毎
月
町
内
の
福
祉

施
設
や
保
育
園
、小
学
校
等
の
25
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
回
り
ま
す
の
で
皆
様
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
・
・
図
書
室
の
基
本
情
報
・
・
・

※
図
書
室
を
利
用
の
際
は
、「
マ
ス
ク
着
用
」、「
長

時
間
利
用
の
回
避
」を
配
慮
い
た
だ
く
と
と
も

に
、必
ず「
入
室
者
記
入
用
紙
」を
記
入
の
上
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
室
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　
８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

9
月
27
日
㈪
、10
月
25
日
㈪

■
貸
出
冊
数　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間　

２
週
間（
※
予
約
が
な

い
場
合
に
限
り
２
週
間
延
長
可
能
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・

予
約
が
行
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図

書
室　

W
e
b
O
P
A
C
」で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定

が
必
要
で
す
。利
用
者
カ
ー
ド
作
成
時
に
設
定

し
て
い
な
い
か
た
は
、図
書
室
の
受
付
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

ブレイクニュース

マスコミの真似事と揶揄する意見が多い「ブレイ
クニュース」。一方取材者・野

の

依
より

美
み

鈴
すず

の魅力も相まっ
て動画視聴回数は一万回越えが多数。謎多き彼
女の正体を探るべく、週間記者・真

ま

柄
がら

新
しん

次
じ

郎
ろう

は情
報収集し、彼女の過去が明らかに。デジタル社会
に警鐘を鳴らす、SNS時代の新たな社会派小説。

薬丸　岳

広報ライブラリー
今月の１冊

９月 −長
な が

月
つ き

−

9月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

低ひ
く

く
飛と

ぶ
塩し

お

辛か
ら

蜻と
ん

蛉ぼ

の
灰か

い

青せ
い

色し
ょ
く

草く
さ

取と

り
や
め
て
し
ば
し
見み

つ
む
る 

江
村
美
智
代

暑あ
つ

く
て
も
マ
ス
ク
外は

ず

せ
ず
仕し

事ご
と

に
て

汗あ
せ

を
か
き
か
き
体か

ら
だ

動う
ご

か
す 

北
村
ま
さ
子

い
つ
の
頃こ

ろ

か
ら
か
手て

作づ
く

り
の
服ふ

く

を
よ
く

着き

て
い
た
器き

用よ
う

な
母は

は

の
思お

も

い
出で 

小
島
香
代
子

普ふ

段だ
ん

な
ら
帰き

省せ
い

の
姉あ

ね

が
コ
ロ
ナ
禍か

の

今こ

年と
し

は
帰か

え

れ
ず
画が

面め
ん

の
向む

こ
う 
江
村
大
輔

サ
ツ
マ
イ
モ
を
起お

こ
す
畑は

た
け

の
土つ

ち

固か
た

く

夫つ
ま

に
頼た

の

み
て
二ふ

つ

日か

費つ
い

や
す 

津
端
恵
子

迷ま
よ

わ
ず
に
い
ち
ば
ん
安や

す

い
納な

っ

豆と
う

を

棚た
な

よ
り
取と

り
ゆ
く
皺し

わ

深ふ
か

き
手て

が 

貝
澤
圭
子

雨あ
め

あ
が
り
草く

さ

木き

に
残の

こ

る
雨あ

ま

粒つ
ぶ

に

朝あ
さ

日ひ

の
あ
た
り
光こ

う

彩さ
い

放は
な

つ 

関
谷
郁
子

コ
ロ
ナ
禍か

に
畑は

た
け

に
一ひ

と

人り

草く
さ

を
取と

る

ひ
と
き
はわ

澄す

み
て
鶯う

ぐ
い
す

の
鳴な

く 

恩
田
久
美
子

山さ
ん

中ち
ゅ
う

に
白し

ろ

き
木き

肌は
だ

の
立た

ち
並な

ら

ぶ

雪ゆ
き

の
重お

も

さ
で
裂さ

け
し
杉す

ぎ

の
木き

（
令
和
三
年
冬
） 

丸
山
直
子

藪や
ぶ

萱か
ん

草ぞ
う

の
花は

な

に
蜜み

つ

吸す

ふう

黒く
ろ

揚あ
げ

羽は

雷ら
い

雨う

の
後あ

と

の
強つ

よ

き
日ひ

差ざ

し
に 

小
野
寺
恒
代

朝あ
さ

毎ご
と

に
オ
ク
ラ
の
花は

な

に
迎む

か

へ
ら
れ

手て

篭か
ご

に
そ
の
実み

を
探さ

が

し
つ
つ
摘つ

む 

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
八
月
）

明あ

日す

も
ま
た
生い

き
ぬ
く
髪か

み

を
洗あ

ら

ひ
け
り 

れ
い
子

緑り
ょ
く

陰い
ん

に
横よ

こ

綱づ
な

牛う
し

の
糞ふ

ん

高た
か

し 

房　

良

乳ち
ち

大お
お

き
山や

羊ぎ

の
咀そ

嚼し
ゃ
く

や
青あ

を

葉ば

闇や
み 

千
年
雄

父ち
ち

の
忌き

に
初は

つ

穫ど

り
西す

い

瓜か

供そ
な

へ
け
り 

渡　

舟

朝あ
さ

顔が
ほ

は
二ふ

た

つ
三み

つ
好よ

し
紺こ

ん

の
な
ほ 

緑　

明あ
け

易や
す

し
草く

さ

刈か

る
音お

と

に
起お

こ
さ
る
る 

壽　

子

長な
が

梅つ

雨ゆ

や
地ぢ

下か

足た

袋び

履は

け
ぬ
日ひ

の
続つ

づ

く 

芳　

司

空あ
き

部べ

屋や

に
去こ

年ぞ

の
風ふ

う

鈴り
ん

鳴な

り
ひ
び
き 

妙　

夕ゆ
う

餉げ

の
手て

止と

ま
る
天あ

め

地つ
ち

夕ゆ
う

焼や

け
て 

フ
ミ
子

子こ

供ど
も

等ら

の
声こ

え

は
聞き

こ
え
ず
風か

ぜ

の
音お

と

廃は
い

校こ
う

舎し
ゃ

背せ

に
自じ

撮ど

り
試た

め

し
ぬ 

高
橋
春
枝

若わ
か

葉ば

よ
り
青あ

お

葉ば

と
な
れ
る
橅ぶ

な

林は
や
し

季き

節せ
つ

は
移う

つ

り
紅も

み

葉じ

が
映は

ゆ
る 

内
山
キ
ク

夕ゆ
う

餉げ

時ど
き

独ひ
と

り
暮ぐ

ら

し
の
厨く

り
や

辺べ

に

湯ゆ

気げ

立た

ち
野や

菜さ
い

切き

る
音お

と

響ひ
び

く 

麻
績
初
恵

若わ
か

か
り
し
わ
が
恋こ

い

す
で
に
古ふ

り
た
れ
ど

思お
も

ひい

出で

の
中な

か

い
つ
も
雪ゆ

き

降ふ

る 

滝
沢
勝
枝

瘦や

せ
腕う

で

を
刺さ

さ
ん
と
止と

ま
り
し
秋あ

き

の
蚊か

を

叩た
た

け
ば
哀あ

わ

れ
血ち

の
色い

ろ

も
な
し 

風
巻
京
子

　
　
　
　
　

網あ
み

戸ど

這は

ふう

雨あ
ま

蛙が
え
る

の
い
と
幼お

さ
な

く
て

幾き

何か

学が
く

模も

様よ
う

に
位い

置ち

を
変か

へえ

ゆ
く 

鈴
木
綾
子

朝あ
さ

空ぞ
ら

の
雲く

も

お
の
づず

か
ら
聚あ

つ

ま
り
て

吾わ
れ

に
意い

味み

あ
る
か
た
ち
を
成な

せ
り 

萩
原
光
之

８
月
号
訂
正

利り

用よ
う

せ
る
施し

設せ
つ

に
コ
ロ
ナ
の
罹り

患か
ん

者し
ゃ

出で

て

検け
ん

査さ

せ
る
義は

母は

結け
っ

果か

を
ひ
た
待ま

つ 

恩
田
久
美
子

長
生
学
園

早そ
う

朝ち
ょ
う

に
鷺さ

ぎ

目め

の
前ま

え

を
飛と

び
立た

ち
て

金き
ん

魚ぎ
ょ

の
池い

け

を
急い

そ

ぎ
蓋ふ

た

す
る 

中
村
武
子
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＜実施された行事＞
〔8月〕
	 25日	 津南病院運営審議会（総文
	 	 委員長、運営審議会議員）
	 25日	 一般質問〆切日
	 30日	 産建作況調査(産業建設常任
	 	 委員)
	 31日	 新潟県後期高齢者医療広域連合
	 	 議会（広域連合議会議員）
	31日～9月1日	 県町村議会議長会臨時総会・
	 	 議長会議（議長）
〔9月〕
	 1日	 国民健康保険運営協議会
	 	（副議長）

	 3日	 議会運営委員会
	 3日	 全員協議会
	 9日～17日	 令和３年第３回定例会

＜今後予定されている行事＞
〔9月〕
	 24日	 十日町地域広域事務組合議会
	 	 （議長、広域事務組合議会議員）
	 30日	 町村議会広報研修会
	 	（広報特別委員）
〔10月〕
	 5日	 議会運営委員会
	 5日	 全員協議会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

 7000日 藤ノ木キミ（堂平）
 6800日 中村チエ子（堂平）
 4200日 鈴木カヨ（船山新田）
 2400日 板場喜恵子（辰ノ口）
 2100日 福原幸子（外丸）
 1200日 山田三重子（所平）
 1100日 福原嘉定（外丸）
 1000日 石沢由美子（十二ノ木）
 700日 桑原理恵（貝坂）、桑原喜枝（秋成）
 600日 根津シゲ（船山）
 500日 志田　米（大割野）
 300日 田中ふみ子（中深見）
 100日 関沢正一（子種）
主な運動：トレッキング、水中ウォーク、ラジオ体操、ウォーキング、柔軟体操他

病
院
歳
時
記

　

フ
レ
イ
ル
は「
加
齢
と
と
も
に
心
身
の
活
力

が
低
下
し
、生
活
機
能
が
障
害
さ
れ
、心
身
の

虚
弱
性
が
出
現
し
た
状
態
で
あ
る
が
、適
切

な
介
入
支
援
に
よ
り
、生
活
機
能
の
維
持
向

上
が
可
能
な
状
態
」と
さ
れ
て
い
て
、健
康
な

状
態
と
介
護
状
態
の
中
間
を
意
味
し
ま
す
。つ

ま
り
、多
く
の
か
た
が
フ
レ
イ
ル
を
経
て
要
介

護
状
態
に
進
む
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、早
く
気

付
い
て
対
処
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
５
項
目
の
う
ち
３
項
目
以
上
に
該
当

す
る
場
合
、フ
レ
イ
ル
が
強
く
疑
わ
れ
ま
す
。

①
体
重
が
減
っ
た（
年
間
で
4
.
5
k
g
以
上

ま
た
は
５
％
以
上
の
体
重
減
少
）

②
疲
れ
や
す
い（
何
を
す
る
の
も
面
倒
だ
と
週

に
３
日
以
上
感
じ
る
）

③
歩
行
速
度
の
低
下　
　

④
握
力
の
低
下

⑤
身
体
活
動
量
の
低
下

　

フ
レ
イ
ル
状
態
に
な
る
と
、病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
り
、血
圧
や
血
糖
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
悪
く
な
っ
た
り
、転
ん
で
打
撲
や

骨
折
な
ど
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。「
健
骨

体
操
」や「
水
泳
教
室
」を
利
用
す
る
の
も
予

防
に
な
り
ま
す
が
、日
頃
か
ら
自
分
で
で
き

る
運
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

「
フ
レ
イ
ル
」っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

理
学
療
法
士
　
内
山
　
和
明

　

日
本
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
の

方
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
制
度
は
、
老
後
の
暮
ら

し
を
は
じ
め
、
病
気
や
け
が
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
や
一
家
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
皆
で
暮
ら
し

を
支
え
合
う
と
い
う
社
会
保
障
の
考

え
方
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

老
後
の
た
め
の
「
老
齢
年
金
」
の

ほ
か
、
若
く
て
も
万
が
一
の
時
に
は

「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族
年
金
」
が

受
け
取
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
必
要
な

手
続
き
を
行
わ
ず
、
保
険
料
を
未
納

の
ま
ま
放
置
す
る
と
こ
れ
ら
の
年
金

が
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
20
歳
に
な

ら
れ
た
方
向
け
に
年
金
制
度
に
関
す

る
動
画
を
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
て
公
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　U
R

L

　

https://w
w

w
.nenkin.

go.jp/tokusetsu/20kanyu.htm
l

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー

20
歳
に
な
ら
れ
た

　
　
　
　
　

皆
さ
ま
へ
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

ど
日
頃
の
健
康
づ
く
り
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
、

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
地
域
協
力
店
で
特

典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
参
加
す
る

場
合
に
は
専
用
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が

必
要
で
す
。）

■
Ｔ
ａ
ｐ
事
業

　

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
で
①
か
②
の
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
ク
ア
ハ
ウ
ス
も
同

様
）

①
卓
球
教
室
ま
た
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教

室
１
回
無
料

②
メ
モ
帳
ま
た
は
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
と

交
換

■
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

①
入
館
料
２
割
引

②
メ
モ
帳
ま
た
は
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
と

交
換

　

皆
さ
ん
で
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

新
潟
県
の
取
り
組
み
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ

実
施
率
の
低
い
働
く
世
代
や
子
育
て
世
代
を

主
な
対
象
に
、楽
し
み
な
が
ら
運
動
や
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

等
の
運
動
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
や
健

康
診
断
の
受
診
な
ど
の
健
康
活
動
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で「
見
え
る
化
」し
、協
力
店

舗
で
利
用
可
能
な
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る

な
ど
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
設
け
る
こ
と
で
、

運
動
習
慣
の
定
着
や

健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら

運
用
が
開
始
さ
れ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆

　

ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の

　
　
　

地
域
協
力
店
に
な
り
ま
し
た

■お問い合わせ：Tap（総合センター内）　℡765-5776

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
で
は
、
住
民
の
か
た

に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ド
ロ
ー
ン
（
空

撮
）
で
苗
場
山
麓
を
撮
影
し
、「
空
中
散
歩
」

と
題
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
ま
だ
し
ば
ら
く
外
出
も
ま
ま
な
り

ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
ご
自
宅
で
お
時
間
が
あ
る

と
き
に
眺
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
四
季
折
々

の
雄
大
な
苗
場
山
麓
の
風
景
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
苗
場
山
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
「
苗
場
山
麓
ジ

オ
パ
ー
ク
」
と
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

ま
た
、
お
店
や
宿
泊
施
設
な
ど
で
放
映

し
て
く
だ
さ
る
か
た
に
は
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
を
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た

は
、
左
記
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

映像の一部

映像の一部



戸 籍 の 窓

N
ajom

on Inform
ation

■人口9,123（−10）　男4,425（−４）　女4,698（−６）

■世帯数3,482（−５）　■転入／ 13　■転出／ 15　■出生／３　■死亡／ 11　■婚姻／２９月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●秋季企画展
　「魚沼地方の古代
　～山里のなりわいと交流～」
　会　期：9月4日㈯～11月3日（水・祝）
　入館料：大人300円、中学生以下無料
　津南町の弥生時代〜古代の資料を中心に、稲作の伝来から

平安時代の魚沼地域の文化的諸様相を紹介します。

●津南シンポジウムⅩⅦ「魚沼地方の弥生
　時代から古墳時代の地域間交流」
　日　時：10月23日㈯　13：00～ 17：00
　会　場：津南町総合センター　参加費：2,000円（資料代）
　稲作伝来以後、魚沼地域は大きく変革します。そして、その流れは古墳時代・古

代へと受け継がれます。特に古墳時代は他地域との交流が活発化します。近年発

見が相次ぐ出土資料からその様相を探ります。

　お申込み先：津南町教育委員会文化財班　☎765-2299
　申込み締め切り：10月15日㈮

●第3回苗場山麓ジオパーク研究展
　日　時：9月25日㈯～10月7日㈭
　苗場山麓ジオパークをテーマに研究した地域の子ど

もたちの作品が並びます。

●カラムシのストラップ体験
　日時：10月30日（土）10：00～ 11：00
　体験料：500円
　対象：小学3年生～大人
　貴重なカラムシの糸でストラップをつくります。

●樹皮細工（一輪挿し）体験
　日時：10月31日（日）13：30～ 15：30
　体験料：2,000円　　対象：小学5年生～大人
　ヤマブドウの樹皮を使って、花入れをつくります。樹皮の編み込み

方なども学べる体験です。

堰下遺跡出土品

昨年の展示の様子

樹皮細工
（一輪挿し）

カラムシのストラップ

　

今
回
の
特
集
は
信
越
ト
レ

イ
ル
。天
気
の
悪
い
日
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、撮
影
の
日
は
ち
ょ
う
ど
よ
く

晴
れ
、気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。崖
に
な
っ
て
い
る

部
分
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
て
と
て
も
歩
き

や
す
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
も
気
分
転
換

に
里
山
へ
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
ク
マ
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
拓
也

10 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

2日㈯ 10:00～11:00 勾玉づくり 500 低学年以上

3日㈰ 10:00～12:00 陶芸（マグカップ） 1,000 中学年以上

9日㈯ 10:00～11:30 苔玉づくり 700 低学年以上

10日㈰ 10:00～11:00 投槍器をつくろう 1,000 中学年以上

16日㈯ 10:00～12:00 琥珀の勾玉づくり 1,200 10才以上

17日㈰ 9:00～10:00 身近な薬草 500 低学年以上

23日㈯ 10:00～11:00 秋の自然観察会（地衣類） 300 低学年以上

24日㈰ 10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

30日㈯ 10:00～11:00 カラムシのストラップ 500 中学年以上

31日㈰ 13:30～15:30 樹皮細工（一輪挿し） 2,000 高学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

藤ノ木さよ（中深見） 大輔さん
 まきさん

根津あかり（大割野） 陽平さん
 麻衣子さん

佐々木莉
り

菜
な

（越手） 和也さん
 愛さん

小竹　葉
よう

大
た

（相吉） 浩史さん
 泉希さん

桑原　綾子さん	 （91歳・反里口）

齊藤　勝朗さん	 （84歳・割野）

桑原　　幸さん	 （93歳・貝坂）

池田　トシさん	 （94歳・見玉）

村山　善治さん	 （96歳・十二ノ木）

桑原　松枝さん	 （92歳・大割野）

大口　隆司さん	 （81歳・赤沢）

柳沢　鶴松さん	 （96歳・反里）

半戸　やすさん	 （86歳・朴木沢）

山本政一郎さん	 （94歳・正面）

村山　利雄さん	 （72歳・正面）

太島　孝 さん	 （72歳・大割野）

篠原　邦彦さん（外丸）
髙波　加奈さん（穴山） ｝
惣山　海周さん（正面）
反り目久未さん（中深見） ｝
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

里
山
の
中
を
歩
く
、信
越
ト

レ
イ
ル
。整
備
に
も
参
加
し
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
森
さ
ん
と
長
井
さ
ん
に
歩
い

て
も
ら
い
ま
し
た
。


